
○ボランティア活動の実績（Ｈ9～Ｒ４.３.３１）

・出動延べ人員 ７，７８３人

・点検場所（施設） １２，５５４所（総数）

・住民説明会開催回数 ３６９回

●ボランティア活動との協働等による土砂災害危険箇所・砂防施設の点検

土砂災害から人命を守るために，砂防施設整備などのハ－ド対策とともに警戒避難体制の整備
等によるソフト対策を推進しています。頻発する土砂災害による被害を軽減するため，鹿児島県
土砂災害特別警戒区域等マップによる周知，砂防三法情報マップによる指定地の周知，土砂災害
に対する早期避難の重要性の啓発を行うとともに，ボランティアの活動等との協働による取組も
強化しています。

●土砂災害（特別）警戒区域，砂防三情報マップによる周知

鹿児島県土砂災害警戒区域等マップでは，県内の土砂災害（特別）警戒区域，土砂災害危険箇
所の位置・範囲を確認できます。また砂防三法情報マップでは，県内の砂防指定地，急傾斜地
崩壊危険区域，地すべり防止区域の指定範囲を確認できます。いずれも，鹿児島県のホ－ムペ
－ジで閲覧することができます。

■県の取組

鹿児島県土砂災害区域等マップ

毎年，NPO法人鹿児島砂防ボランティアと協働して，梅雨時期，台風時期の前後に土砂災

害危険箇所や砂防施設の点検，危険箇所周辺住民への啓発活動を行っています。

ボランティア活動による施設点検

鹿児島県HP http：//sabomap.pref.kagoshima.jp/kagoshima/

９．地域の防災力を高める警戒避難体制の強化

砂防三法情報マップ

－３４－
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土砂災害警戒区域等が指定された場合，当該市町村は，地域防災計画書への掲載やハザ－ドマッ
プの作成等，必要な措置を講じ，警戒避難体制の整備を推進しています。

●警戒避難体制整備の推進

■市町村の取組

「土砂災害ハザ－ドマップ」とは，土砂災害警戒区域（土石流，
急傾斜，地すべり）と避難場所等の関係を掲載したものです。

市町村ではこうした地図を対象地域住民に配布したり，ホーム
ページで公表するなどして，土砂災害に対する警戒を呼びかけ，
必要な情報を提供しています。

●土砂災害ハザ－ドマップの公表

わが家の安全安心ガイドブック&防災マップ2020

●地域防災リ－ダ－の育成

地域における自主防災組織の結成と活動を促進するため，防災に関する実践的知識と技術を習得
し，自助・共助による地域防災力の向上と防災意識の高揚を図る人材を養成しています。

養成講座には，「地域防災リーダーの役割と活動」「防災訓練」「気象の基礎知識」「土砂災害
対策」などのカリキュラムがあります。

■地域住民の取組み

●共生・協働による地域づくり
県が管理する砂防施設が地域との共有財産であるとの認識の下，砂防施設周辺の清掃等のボラン

ティア活動等を行っている地域住民等を２０１０年度(平成２２年度)から「ふるさと砂防サポート
推進事業（県単独事業）」により支援し，地域と共生・協働して砂防施設を活かした魅力ある地域
づくりを行っています。２０２２年(令和４年)２月末時点において，８４団体が「ふるさと砂防サ
ポーター」に登録されています。

■出前講座・現場見学会の開催
土砂災害等の自然災害に対し，住民が「自らの命は自ら守る」意識を持ち，適切な避難行動を取

るためには，子どもの頃から災害のリスクや命を守る行動（日頃の備えと早めの避難）を学ぶこと
が重要です。県では，住民説明会や小・中学生への出前講座等を開催し，子どもたちへの防災教育
を通して，防災意識を家庭に拡げることで，地域全体の防災力を高める取組を進めています。

「県土砂災害ジュニア
マスター認定書」

砂防読本
（平成22年度 全建賞受賞）

出前講座終了後，受講した生
徒一人一人に「県土砂災害
ジュニアマスター認定書」が授
与されました。

大和村立大棚小学校
（令和３年６月１７日）

かごしまｉマップ

【鹿児島市】

実施日 振興局等 学校名等 学年
参加
人数

1 令和3年5月8日 大島 大和村立大和小学校 小1～6 25人

2 令和3年5月11日 大島 大和村立名音小学校 小1～6 13人

3 令和3年5月12日 大島 奄美市立市小中学校 小1～6 4人

4 令和3年5月25日 大島 龍郷町立秋名小学校 小1～6 21人

5 令和3年5月28日 沖永良部 知名町立田皆小学校 小5・6 14人

6 令和3年5月28日 喜界 喜界町立喜界小学校 小5 56人

7 令和3年6月9日 大島 龍郷町立赤徳小学校 小1～6 17人

8 令和3年6月10日 大島 奄美市立緑が丘小学校 小1～6 22人

9 令和3年6月17日 大島 大和村立大棚小学校 小5・6 3人

10 令和3年6月24日 徳之島 天城町立岡前小学校 小4～6 77人

11 令和3年7月19日 甑島 薩摩川内市立中津小学校 小5・6 9人

12 令和3年10月11日 南薩
鹿児島県立加世田常潤高等
学校

高2～3 18人

13 令和3年11月9日 熊毛 中種子町立星原小学校 小1～6 21人

14 令和3年11月16日 大島 龍郷町立大勝小学校 小5 16人

15 令和3年11月17日 姶良・伊佐 霧島市立永水小学校 小3～6 20人

16 令和3年11月30日 瀬戸内 宇検村立久志小中学校
小5・6
中1～3

8人

17 令和3年12月16日 甑島 薩摩川内市立里中学校 中1～２ 19人

18 令和3年12月16日 南薩 南さつま市立加世田小学校 小5 106人

469人合　　　計

令和３年度防災教育出前講座実施状況         令和４年２月末時点



－３６－

■「自助」「共助」「公助」連携により難を逃れた事例(2020年(令和2年))

◆避難勧告発令の経緯・・・【公助】垂水市は，鹿児島地方気象台から夜間
に大雨が降る可能性が高いとの情報を参考に，夜を迎える前，土砂災
害警戒情報の発表を待たずに避難勧告を発令した。

◆避難までの経緯・・・・・【自助】全壊した人家に住む男性は，避難勧告発
令を契機として避難し，人的被害を免れた。

◆地元代表者の声・・・・・【共助】「日頃から住民同士の声掛けにより，降雨
が続いたら出水が起こり得る地域であり，降雨が続き危険を感じる状
況になったら早めに避難しようという認識を住民間で共有していたこと
が，当日の避難行動に繋がった。」

垂水市新御堂新光寺地区で，土石流により土砂災害警戒区域内に位置する人家２戸及び倉庫１棟が
全壊。全壊した人家の居住者を含む２名の住民が事前に避難しており，人的被害を免れた。

しんみどう しんこうじ

南日本新聞
令和２年７月７日（火）
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■事前避難により人的被害を逃れた事例(2019年(令和元年))

鹿児島市田上地区でがけ崩れが発生し，
家屋等が損壊。人的被害はゼロ。
（土砂災害警戒区域内）

○ 災害発生までの経緯
７月１日 １：４５ 土砂災害警戒情報発表
７月１日 ２：４０ 避難勧告を発令
７月３日 ９：３ 避難指示（緊急）を発令
７月３日 ２０：５０頃 がけ崩れ発生

がけ崩れ発生
３日20:50ごろ

１ 土砂災害の発生状況

鹿児島市田上地区

被災箇所

土砂災害警戒区域

① 田上地区住民の男性は，昼頃，町内会長の避
難の呼びかけを受け，親族宅へ避難していたこと
により，被災を免れた。
② 田上地区住民の高齢女性は，午前10時頃，テ
レビを見て心配になった子供たちから電話で促さ
れ，自主避難を行った。

２ 今回の大雨時の避難行動

① 田上地区町内およそ140世帯のうち４分の１の世帯が避難したとみられ，避難を決断した
理由は，身近な家族や町内会からの呼びかけが多かった。
② 一方，自分が避難するべきなのかどうか判断に迷う人や避難方法，避難場所が曖昧な人が
多かった。また地域の災害リスクの内容を十分認識していない人もいた。
③ 町内会では，住民１人１人が避難を決断できるように，市や専門家の協力を得ながら，地
域の具体的な危険性を調べ，実践的な訓練を行いたいと考えている。 （※田上地区では地区
防災計画は未策定）

３ 町内会長の声
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国道２２０号

土石流
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土石流

避難勧告

●垂水市 二川地区（避難勧告）

【災害の状況等】
・土石流により人家４戸と郵便局が全壊。住民は事前に避難していたため人的被害なし。現地は土砂災害警
戒区域に指定済。
平成19年7月13日 14:00 避難勧告発令（二川地区212世帯、471人）

15:30 土砂災害警戒情報発表
平成19年7月14日 12:00 土石流発生
平成19年7月15日 4:05 土砂災害警戒情報解除

【避難勧告発令理由】
台風４号の接近及びそれまでの前期降雨を考慮し，土砂災害警戒情報の発表前であったが避難勧告を発令
した。

【避難勧告のタイミング，発令地区の考え方】
土砂災害警戒情報発表前であったが，避難時間を確保するために早めに発令した。発令地区は土砂災害警
戒区域等を対象とした。

■避難勧告発令による事例（平成１９年）

国道２２０号

垂水方向

垂水市の警戒避難体制に関する取り組み（平成19年当時）

○情報の収集・伝達

・自主防災組織整備促進（４年間で組織率10％→８３％）

・垂水ほっとﾒ-ﾙ(防災情報)の充実(H2210/19現在1,253人登録)

・ﾊｻﾞ-ﾄﾞﾏｯﾌﾟの配布（対象地域 5，277世帯）

・FMたるみず（災害時の放送に関する協定）

・ﾒｯｾ－ｼﾞﾎﾞ－ﾄﾞ付自動販売機による防災情報の提供（１社）

○避難勧告等の発令

・発令基準を市防災計画書に位置づけ

・首長の「ｵｵｶﾐ少年」的意識の払拭

・早めの避難勧告の発令

○避難所の開設・運営

・災害対策本部「避難所対策部」の充実・強化

・民間施設の避難所協定

○災害時要援護者への支援

・災害時要援護者避難支援ﾌﾟﾗﾝ作成

・災害時に要援護者の避難施設として社会福祉施設を使用する協定（７施設）

○防災意識の向上

・土砂災害に関する防災訓練実施

・防災意識の向上を目指した各種講座を開催

・土砂災害防止法に関する住民説明会を実施


